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〔論　　文〕

共働き有配偶女性が子どもを持つことを躊躇する要因

～有配偶正社員女性のグループ面接による質的研究～

山　谷　真　名

要　旨

日本では，女性が出産後も就業を継続している割合は，男女雇用機会均等法

施行以降も高まっていない。女性の結婚・出産後の就業継続・退職の要因の研

究はすでに多くの蓄積がある（永瀬1999，樋口2007など）。また，1990年以降の

少子化は，非婚化・晩婚化だけでなく，夫婦の出生行動パターンの変化も要因

であることが明らかにされており，さらに出生意欲の低下の要因についても明

らかにされている（佐々井1998，岩間2008）。しかし，子どもも持ちたい，就業

も続けたいと考えながらも，子どもを持つことを躊躇している有配偶女性の実

態については明らかにされていない。そこで，本研究では，子どものいない大

卒・正社員・有配偶女性に対するグループ面接の結果から，子どもを持つこと

を躊躇している要因を明らかにする。比較のため，子どもがいて就業継続して

いる大卒・正社員・有配偶女性も分析対象に加えた。データは，筆者もメンバー

であるお茶の水女子大学文部科学省委託事業「ジェンダー・格差センシティブ

な働き方と生活の調和」研究プロジェクト（代表　永瀬伸子，2008～2012）が

2008～2009年に実施したグループ面接で得たものである。先行研究の知見から，

分析視点は，妻の生活選好は何か（就業継続についてどのように考え，子ども

を持つことについてどのように考えているか），妻が家事・育児をするべきと

いう規範意識があるか，妻が家事育児分担について夫に交渉しているか，夫が

妻に配慮して家事を分担しているか，職場が子育てしながら働きやすいかどう

か，妻が仕事で家にいないのは子どもにとってよくないと思っているか，であ

る。妻の家事分担に対しての考え方と夫の対応の仕方によって事例を３つのタ

イプに分け，妻の選好が実現されていないあるいは実現されている要因を明ら

かにした。そして，家庭内の条件がすべて整っていても，子育てしながら働き

にくい職場であれば，出産を躊躇しており，職場の条件が整っていても，夫の

配慮がなかったり，妻自身が女性が家事をするべきだという意識を持っていた

り，子どもを自分の手で育てなければいけないと考えていると，出産を躊躇し

てしまうことが明らかになった。今後は，家事は妻の役割という考え方や家事

は夫婦で分担するものという考え方の違いは，どのような要因によるものなの

かということと，子育てしながら働きやすい職場と子育てしながら働きにくい

職場では，上司や同僚の理解の他に何が異なっているのか，を明らかにしてい

きたい。
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１．本研究の意義と先行研究

　日本では，子どもを持ちながら就業継続する

ことを選択している女性は，未だに，少数派で

ある。「第13回出生動向基本調査」（夫婦調査）

から，第１子出産前後の女性の就業状態を見

ると，1985～1989年には妊娠前から無職であ

る女性の割合は34.6％であったが，2000～2004
年には25.4％と低くなり，育児休業制度を利

用して就業を継続した女性の割合は5.1％から

13.8％に高まっている。しかし，育児休業を取

得しないで就業継続している者と育児休業を取

得して就業継続している者を合わせた就業継続

者は，1985～1989年には25.0％，2000～2004年
には25.2％であり，1986年の男女雇用機会均等

法施行以降も大きく変化はしていない。

この要因として，まず，企業の制度・職場環

境が仕事と育児の両立をサポートするものに

なっていないことがあげられる。樋口（2007）
は，育児休業法による制度導入やその周知が継

続就業率の向上に寄与しているが，制度さえ導

入されれば，自動的に継続就業率が上昇してい

るわけではなく，いかにして利用しやすくして

いくかといった企業の環境整備や運用上の工夫

が重要であるとしている。大内（1999）は，就

業継続するためには，育児との両立をサポート

する企業の制度・職場環境によって，ワークラ

イフバランスのとれたキャリア形成の方向性を

見出せることが必要であるとしている。第二の

要因として，夫の家事・育児参加の少なさがあ

げられる。松田（2005）は，妻が出産と同時に

離職する割合は夫の家事分担率が10％～30％
の場合には約10％であるが，分担率が40％以上

であれば，2.0％ときわめて低くなっているこ

とを明らかにしている。第三の要因として，価

値観があげられる。永瀬（1999）は，価値観に

影響を及ぼすものの一つとして母親の就業履歴

を説明変数に入れて分析し，母親の生き方は，

娘の生き方に影響を及ぼしており，母親が生涯

専業主婦の場合，継続就業の母親を持つ場合に

比べ，出産退職確率は有意に上がることを明ら

かにしている。

また，日本では，期間合計特殊出生率は，

1986年の1.72から2009年には1.37に低下してい

る。1990年までは，期間合計特殊出生率の低

下のほとんどは非婚化・晩婚化といった結婚行

動の変化によって説明できるが，1990年以降

は，夫婦の出生行動パターンの変化も要因であ

ることが明らかにされている（佐々井1998，岩

澤2002など）。そして，出生意欲が低い要因と

して，ケア役割を担えないこと・結婚しても必

ずしも子どもをもつ必要はないという価値観を

もっていること・個人主義志向が強いこと（岩

間2004），子育てイメージが悪いこと（岩間

2008）が明らかになっている。

以上のように，すでに，図１の実線の矢印で

表した出産意欲が低いことの要因と出産後の就

業継続・退職の要因とについては明らかになっ

ているが，点線の矢印で示した分岐点で，子

どもを持ち就業継続したいと望みながら，現在

図１　女性の選択分岐点
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（注）「出産したくない」→「出産する」人、出産しない・就業継続しないもいるがここでは割愛
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はまだ出産していない女性がどのような葛藤を

しているのか，については明らかになっていな

い。

そこで，本研究において，結婚後も正社員と

して働いている子どものいない有配偶女性に対

するグループ面接を行い，子どもを持ち就業継

続したいと望みながら，現在はまだ出産してい

ない女性たちがどのような問題をかかえている

のかを明らかにすることは，女性が子どもを持

ちながら就業継続するためにはどうしたらいい

かを考えていく上で，意義のあることだと思わ

れる。

２．子どもを持つことを躊躇する女性たちの出

現の背景と本研究の目的

　日本の高度成長期において，給与が高くな

り，男性１人の給与で一家を養うことが可能と

なることによって，戦前から主張されてきた

良妻賢母主義が具体的に実践されるようにな

り，性別役割分業が固定化されていった（千本

1990，瀬地山1996，落合1997）。夫はサラリー

マンとして外で働き，妻は専業主婦として家

事・育児に専念するという形態である。妻は結

婚とともに姓を変え，夫側に嫁ぎ，夫の父母に

対しては嫁役割が期待された。野々山（2007）
は，このような役割規定された家族のあり方を

「夫婦制家族」と呼んでいる。「夫婦制家族」に

おける妻は，経済的に働く必要がなければ，悩

むことなく，仕事を辞め，結婚し，出産してい

た。したがって，出産を躊躇することはなかっ

た。しかし，女性の高学歴化，平均寿命の伸長

によるライフサイクルの変化によって，妻とし

て家事を行い，母として育児を行うだけでは，

妻たちにとって有効な行動原理ではあり得なく

なった。子どもが巣立ってからの長い時間を家

事をするだけで過ごしても自己実現できなく

なったのである。そこで，野々山（2007）は，

現代では，生活選好としての家族ライススタイ

ルを合意形成する「合意制家族」への転換の萌

芽があるとしている。「合意制家族」とは，個

人それぞれが役割に規定されるのではなくそれ

ぞれの選好を持ち，他の家族成員とのコミュニ

ケーションによる家族内相互作用（交渉や配

慮）によって，合意形成していく家族である。

「合意制家族」では，「夫婦制家族」のように役

割が決められておらず，生き方の多様な選択肢

が用意されている。しかし，社会状況や家族内

相互作用によって，選好した選択肢が実現でき

ない場合もある。片岡（2000）では，子ども

のいる女性25名にインタビューし，妻の選好

が夫婦ライフスタイルに反映されている夫婦と

反映されていない夫婦がいることを明らかにし

た。さらに，例えば，就業に関する妻の選好を

実現するために，妻が就業以外の領域に関する

夫の選好を推し量り，配慮することで選好を実

現していること，つまり，妻の配慮があること

によって，妻の選好が夫婦ライフスタイルに反

映されるようになることを明らかにした。本研

究においては，妻の選好が実現されていない妻

（子どもを持ちながら就業継続したいと考えな

がら，出産を躊躇している）と実現されている

妻（子どもを持ちながら就業継続している）を

比較し，妻の選好が実現されていない妻の葛藤

と妻の選好が実現されるためには，何が必要で

あるのかを明らかにしていく。そのために，以

下のように，子どものいない共働き女性と子ど

ものいる共働き女性を対象とした質的調査の分

析を行った。

３．調査概要と分析方法

３－１．調査概要

筆者もメンバーであるお茶の水女子大学文部

科学省委託事業「ジェンダー・格差センシティ

ブな働き方と生活の調和」研究プロジェクト

（代表　永瀬伸子，2008～2012）では，2008年
から2009年にかけて，女性のキャリア形成と

男性の家事・育児参加の課題を明らかにするた

め，14グループ（１グループ６人）のインタ

ビューを実施した。14グループは，男女別，正

社員（総合職，一般職）・専業主婦，契約社員・
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派遣社員など雇用形態別，高卒，大卒の学歴別，

配偶者の有無別，子どもの有無別など属性別の

グループである。

本研究では，現在正社員であり，子どもを持

ち就業継続したいと望みながら，現在はまだ出

産していない女性を分析対象とする。そこで，

14グループのうち，①大卒，正社員，子どもな

し，30～34歳の有配偶女性のグループと②大

卒，正社員（総合職），子どもなし，30～39歳
の有配偶女性のグループの２つのグループを選

んだ。ただし，１人はすでに妊娠していたので，

分析対象としなかった。残りの11名は，子ども

を持ち就業継続したいと望んでいたので，すべ

て分析対象とした。この調査は，調査会社に登

録している人に対し，「女性の仕事と家庭」に

関するグループ面接を行う目的で対象者を募集

したので，仕事と家庭の両立に関心が高い人が

集まったのだと思われる。ランダムに対象者を

集めた場合には，子どもを持ち就業継続したい

と望んでいる者の割合は３割程度にとどまった

であろう。比較のために，子どものいる有配偶

女性２グループ（大卒，正社員，子どもあり，

30～39歳の有配偶女性のグループと大卒，正社

員（総合職），子どもあり，30～39歳の有配偶

女性のグループ）のうち，出産後就業継続して

おり今後も就業継続を希望している５名も分析

対象に加える。

グループ面接調査の方法は，仕事の履歴や属

性など調査票記入後に，仕事の内容，就業意

識，今後のキャリア形成，職場の雰囲気，家事

分担などテーマごとの質問に，一人ずつ答えて

もらった。また，子どものいない女性には，今

後，子どもを持つかどうかについても尋ねた。

３－２．対象者の基本属性

16名全員有配偶者であり，現在夫と同居して

いる。子どもがいない人が11名，子どもがいる

人が５名である。対象者の年齢層は，30代前半

表１　分析対象者属性

 5
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が９名，30代後半が７名である。就業形態は，

全員正社員であり，うち12名は総合職あるいは

基幹職（男性と同じような仕事をしている）で

ある。分析対象者の属性は表１の通りである。

結婚後の年数，転職回数，業種，仕事の内容な

どはさまざまである。年収は，「平成20年分　

民間給与実態統計調査」によれば，30～34歳の

女性の平均給与は301万円，35～39歳の女性の

平均給与は290万円であるので，分析対象者は

平均よりも高い人たちである。収入が平均より

も高いことは，就業継続意識が高いことと関連

していると思われる（永瀬1999）。妻と夫の収

入を比較すると，子どものいない11名のうち，

妻の方が年収が高い人が２名，同じくらいが３

名，夫の方が年収が高い人が６名であった。

３－３．分析方法

分析するにあたってまず「事例―コード・マ

トリックス」を作成した。「事例―コード・マ

トリックス」というのは，表の１行目にカテゴ

リーを並べ，一列目には，対象者の記号を記入

する表である（佐藤,2008）。それぞれの対象者

について，聞き取り内容の文字テキストデータ

をコード別に整理し，記入した。コード作成の

際に，片岡（2000）の夫婦ライフスタイルが

組織化されるまでの経緯の分類を参考にした。

夫婦ライフスタイルが組織化されるまでの経緯

とは，まず，妻の選好がどのように決められる

のか，それを実現するために夫にどのような働

きかけを行ったり，配慮しているか，「男は仕

事，女は家庭」といった規範に囚われているか，

選好が実現されているかどうかを見ている。本

研究では，家庭内の条件がそろっていても職場

環境によって選好が実現されないことがあるの

ではないかという仮説をたて，職場環境も項目

に加えた。つまり，妻の生活選好は何か（就業

継続についてどのように考え，子どもを持つこ

とについてどのように考えているか），妻が家

事・育児をするべきという規範意識があるか，

妻が家事育児分担について夫に交渉している

か，夫が妻に配慮して家事分担しているか，妻

が仕事で家にいないのは子どもにとってよくな

いと思っているか，職場が子育てしながら働き

やすいかどうか，という項目で表を作成した。

次にこの表から，妻が家事育児分担について夫

に交渉しているか，夫が妻に配慮して家事分担

しているか，によって事例を３つのタイプに分

けた。子どもの有無別に今回の事例を①～③タ

イプに分類すると，表２のようになる。①タイ

プは，就業継続しながら子どもを持つという選

好を実現するため，夫から家事や育児の協力を

得たいと考え，交渉しているが，夫が配慮せず

夫の家事参加がなかなか進まないため，不満に

思っている（Ａ，Ｂ，Ｆ）。②タイプは，夫は

家事をあまりしないが，妻は家事が好きであっ

たり，妻の役割と考えているので，夫に家事を

するよう交渉せず，家事のほとんどを担ってい

る（Ｃ，Ｅ，Ｈ，Ｊ，Ｋ，Ｎ）。③タイプは，

夫は，妻が満足するほど，家事に参加している。

（Ｄ，Ｇ，Ｉ，Ｌ，Ｍ，Ｏ，Ｐ）

４．各タイプの事例と葛藤の要因

４－１．①タイプ

①タイプには，ＡとＢとＦが分類される。Ａ

（32歳）は金融業に事務職として勤務している。

大学卒業後は契約社員として入社し，５年後に

正社員になった。結婚してまだ１年しかたって

いないので，子どもについてはまだ具体的には

考えていないが，親たちが孫ができるのを望ん

でいるので，それに応えようと思っている。夫

のほうが収入が低いので，妻は「どうしても自

分は働き続けなければいけない」と考えてい

る。そのため，「仕事を辞めるという選択肢が

全くないので，……子どもを産むことは，すご

く躊躇します。」と語っている。

夫から家事や育児の協力を得たいと考え，交

渉しているが，夫は言われた以上のことはしな

いため，不満に思っている。

「私が言う事は「はい，はい」みたいな感

じでやってくれるようになったんですけ

ど，自らというのは，ダメそうです。」
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「私の友だちの旦那さんが，ものすごい，

やっているのを見たんですよ。……それ位

はできるようにならないと，子どもは作れ

ないなと考えています。」

職場は制度が整っており，子育てしながらも

働けそうだと考えているが，夫がもっと家事を

するようにならないと子どもは持てないと考え

ている。現実的には，自分の母の協力を得るこ

とになると考えているが，自分の職場に託児所

ができて，自分たちで子育てできる環境を望ん

でいる。

Ｂ（31歳）は，大学卒業後東海地方の建築会

社に勤務していたが，結婚して関東に住むこと

を見越して，転職した。仕事は設計で，やりが

いを感じている。結婚して３年間それほど子ど

もが欲しいとは思っていなかったが，ここ２～

３ヶ月で急に子どもが欲しいと思うようになっ

て，どうしたらいいか悩んでいる。Ｂは自分が

出産後も就業継続したいと思うようになった理

由を次のように話している。

「私は，自分の両親が，若くして結婚して，

母は，特に手に職がなかったので，離婚し

たくてもできなかった。……女は収入がな

いと，ほんと家事ばっかりして当たり前，

子育てして当たり前。私はそういうのを見

ていて，女もちゃんと，いざとなったら，

１人で稼がねばならぬという意識が，中，

高，大学とずっとそういう意識があったの

で，自分に収入の糧がなくなるのはすごく

嫌です。」

Ｂは，結婚しても，妻が家事をしなければい

けないという考え方ではない夫婦になろうと

思ったが，夫は，専業主婦家庭で育ち，母が何

でもやってくれる人なので，積極的に家事をし

ようとはしない。３年半かけて教育してきて，

だいぶ家事をするようにはなったが，勤務時間

が長いので，平日は育児の手伝いを期待できな

いと考えている。夫は「子どもができたら，仕

事を頑張るぞ」という考え方であるが，Ｂは，

頑張るのはそこではなくて家事・育児なのに，

と考えている。夫の会社は子どものために早く

帰るという人がいない職場なので，「転職させ

ようかなと思う」と笑いながら語った。

Ｂの職場には，子どもを産んで就業継続して

いる管理職の女性もいるが，その人について次

のように語っている。

「私は，あまりにもエネルギーが違うよう

な気がしているんですよ。バランスよく働

いているようには見えないんですよ。人の

２倍，３倍頑張っていて，６時に出勤して，

働いているのを見ているので，そこまでし

て，この会社で働くかな？とか。あまりい

いモデルケースがないのが，不安のひとつ

でもあります。」

Ｆ（36歳）は，現在ハウジングメーカーで基

幹職として働いている。大学卒業時から，「働

くのは当然だ」と思っていたので，夫が結婚す

る前に関西から関東へ転勤になった際，その事

情を上司に話し，関東へ転勤させてもらった。

ただ，夫は積極的に妻が結婚後仕事を続けるこ

表２　分析対象者　事例による分類

 7
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とについて賛成ではなかったが，説得した。

Ｆは，夫の家事分担については，交渉はして

いるが，夫は家事をやるようにはなっていない

ので，育児もするとは期待できないと考えてい

る。

「今，猫を飼っているんですけど，猫の面

倒も，すごい遊ぶのはするんですけど，お

トイレを片付けたりとか，ご飯をあげたり

とかは……なんで鳴いているのかちょっと

わからないみたいなので，そこから推測

しても，（育児は）あまり期待できなさそ

うだなと思いまして，無理そうな気がしま

す。」

　Ｆの職場はＢより出産後就業継続しにくい。

その状況について次のように語っている。

「（子どもができると，）結果的にみんな辞

めてしまっている。辞めたくなかったの

に，辞めざるを得ない感じで辞めてしまっ

ている。説得されたりとか，残業が逆に増

えちゃったりですとか。」

　なぜ，子どもができると辞めざるを得ないよ

うになっているのかという質問に対しては以下

のように答えている。

「うちは接客で，お茶出しとかをするので，

若いほうがいいじゃないかという感じの人

がいらっしゃるのと，総合職のほうは，女

は頑張っても無理って感じでしょうかね。

結婚は特に問題がないんですけど，子ども

を持ってしまうと邪魔にされる。……子育

てはちゃんとしてっていう感じなんでしょ

うね。」

　ＢとＦは，家事・育児は妻の役割とは思って

いないので，夫に家事・育児役割を期待し，交

渉しているが，夫はその交渉に応じていない。

さらに，職場が性別役割分業意識を持っている

男性に支配されているので，働き続けるのであ

れば，男性のように長時間労働をする必要があ

ると感じている。現在の帰宅時間は，Ｂが20時

30分，Ｆは24時である。このままの帰宅時間

では，保育園のお迎えに行くのは不可能であろ

う。そのため，子どもを持つのであれば，退職

するか，働き方を変える必要があると感じてい

る。働き方を変えると，現在のようなやりがい

のある仕事はできなくなってしまうのではない

かと考え，非常に悩んでいる。

　Ａは，もっと夫が家事に参加するようにな

り，子育てにも積極的に参加する可能性が見出

せるようになれば，子育てしながら仕事をす

るであろうが，夫の家事分担に対する姿勢に変

化がない場合は，親のサポート力次第によって

出産するかどうかを決めることになるだろう。

「賃金構造基本統計調査」によれば，男性の所

得が減少傾向にあるため，今後，Ａのように，

夫の収入が低く妻が就業継続する必要がある夫

婦の割合が高まると考えられる。その場合，夫

の家事参加が重要であり，そうでないとますま

す少子化になってしまうだろう。ＢとＦは，夫

の家事分担に対する姿勢の変化に加えて，職場

が変わる必要がある。職場が変わらなければ，

これまで多くの女性たちがそうしてきたよう

に，やりがいのある仕事をあきらめ，退職や働

き方を変えることになってしまうだろう。

４－２．②タイプ

②タイプには，子どものいないＣ，Ｅ，Ｈ，

Ｊ，Ｋと子どものいるＮが分類される。

まず，こどものいないＣ，Ｅ，Ｈ，Ｊ，Ｋに

ついてみてみよう。Ｃ（31歳）は，現在，投資

銀行で事務職として働いている。現在している

仕事にやりがいを強く感じているわけではない

が，仕事から離れると社会から離れてしまうの

ではないかと思っている。Ｅ（33歳）は，現在

は情報通信業で基幹職として働いている。他に

やりたい自営の仕事があって退職しようと考え

た時もあったが，夫からサラリーマンを続けて

欲しいと言われ，就業継続した。現在は，企業

の中で好きな仕事ができており，目いっぱい仕

事をしている。Ｈ（34歳）は大学院卒業後メー

カーの海外事業部門で派遣社員として働いてい

たが，正社員として働きたいと考え，商社に転

職した。現在は，部下が10名いるグループリー

ダーである。大学の頃からバリバリと仕事をし
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ようと思っていた。Ｊ（36歳）は大学卒業後基

幹職として就職した建設会社に現在も勤務して

いる。入社以来秘書の仕事をしていたが，４年

前に人事部に異動になり，社内のメンタルヘル

スの問題を担当し，仕事にやりがいを感じるよ

うになった。学生時代には，就職後２～３年し

たら専業主婦になることを思い描いていた。そ

の頃子どもができていたら，退職していたであ

ろうと語っている。Ｋ（38歳）は，大学卒業後

レストランチェーンに就職し６年働いたが，や

りたかった企画開発の仕事ができず，退職し

た。２年間専門学校に通って，栄養士の資格を

取得し，再就職。その後，管理栄養士の資格も

取得した。その後就職したところは，給料が非

常に低く，生活が困難になってきたので，現在

の企業に転職した。大学の頃から長く働こうと

考えていた。

　以上のように就業継続意識については，社会

とのつながりをなくしたくないという意識か

ら，仕事に非常にやりがいを感じてのめりこん

でいる人まで多様性がある。また，Ｊのように，

仕事をしていく中で，就業継続意識が高まって

いく場合があることも明らかとなった。

　次に，家事分担について各人がどのように考

えているのか，見てみよう。Ｊは以下のように

述べている。

「主人は全く手伝わないので，98％ぐらい

は私のほうがやっているんですけど，それ

はそれでいいんだという感じで，今は。」

　Ｊは大学４年で結婚したが，Ｊの夫は，仕事

が忙しく，家に帰ってから何もしたくないか

らと，結婚後働くことに反対していた。しか

し，就職氷河期にもかかわらず，就職できたの

で，交渉し，働くことは認めてもらった。若い

時には家事分担をめぐって衝突したこともあっ

たが，今はＪが夫に家事を担ってもらうことは

あきらめて，自分の役割であると考えている。

Ｅは，夜は12時すぎまで働き，朝は５時に起き

て，朝ごはんとお弁当と夕飯を作っており，睡

眠時間は２時間しかないが，自分は家事が好き

で，家事を自分の役割だと思っているので，夫

への不満はないという。Ｈは，食事作りは夫婦

ともに苦手なので外食しているが，それ以外の

家事を自分がほとんど担当する理由を以下のよ

うに述べている。

「（料理をしない）代わりと言っては何な

んですけど，私自身，料理以外の家事がす

ごく好きなんですね。掃除とか洗濯とかす

ごい好きなので……多少，自責の念もあっ

て，ほとんど掃除と洗濯は私がやるという

感じですね。」

また，Ｃさんは「夫は今，すごく仕事を頑

張っているので，それを支えるのも私の仕事か

なと思っていて」と語り，夫を支えるのも，妻

の役割だと思っている。

次に，職場の状況と就業継続の可能性につい

て，各人の語りをみてみよう。Ｃの職場には短

時間勤務の女性もいて，少しでも時間が過ぎる

と，上司が「大丈夫か？」という声がかかるく

らい，非常に協力的な職場である。しかし，Ｃ

は，「続けられないような気がしてならない。

今でさえ，仕事と家庭が大変なのに……」「彼

女たち（子育てしながら仕事をしている人）の

すごい努力と苦労を見ていると，自分では無理

だなって思うので。」と語っている。Ｃは家事

は妻がするものと考え，家事をすべて担ってい

るため，家事だけでも仕事との両立は難しく，

それに育児が加わったら，無理だと考えている

のだろう。ただし，家にいるだけで社会とのつ

ながりがなくなることも非常に不安に感じてお

り，「男は仕事，女は家庭」という性別役割分

業意識とは異なる意識を持っている。これは，

「夫は仕事，妻は仕事と家庭」といういわゆる

新性別役割分業意識であろうが，家事は自分の

役割でありしっかりやっていきたいと思いなが

ら家事だけをしているのでは満足できないこと

が子どもを持つことを躊躇させているのだろ

う。

Ｅの職場も制度は整っているが，企業勤務だ

と転勤や出張など，育児と両立していくのが難

しいことがあると言う。また，自分のペースで

仕事ができないので，自営の仕事に変わり，「自
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分のペースで仕事ができて，家事もできて，育

児もできて，っていう仕事がしたいなと考えて

おります。」と語っている。Ｅも新性別役割分

業意識を持っているので，企業勤務は難しいと

考えているのだろう。Ｈは，現在のような職場

の仕事の仕方では，子どもを持って働き続ける

ことは難しいと考え，葛藤している気持ちを以

下のように語っている。

「（子どもを持つと）やっぱり自分はそれ

でよくても，どうしても他の人に迷惑をか

けるんじゃないかっていう気持ちは強い

ので，なかなか踏み切れないというのが実

状ですね。会社も整ってないので，その面

では。更に持ちづらいというのもあります

ね。やっぱり子どもを持ったんだったら，

辞めろとまでは言わないですけど，おちお

ち管理職やっていられないよね，みたいな

雰囲気ですよね。」

Ｊは自分自身人事部におり，働きやすい環境

づくりを行っている。職場の制度は整えられて

きているが，働いている人たちの意識は変わっ

ていないことを以下のように語っている。

「時短制度もありますし，例えば，ベビー

シッターさんを，会社で安く契約する制度

も作りましたし，男性の育休制度も推進は

しているんですけれども。それ（時短制度）

によって苦情のメールがたくさんくるよう

になってしまいまして……チームの中にそ

ういう人がいると，本当に迷惑していると

かのメールが，その制度が始まったとたん

にすごく来るようになりましたよね。社内

でそんな制度を作るなって。」

そのため，現在でも，事務職の女性は，結婚

や出産で退職する人がほとんどで，Ｊのように

結婚後も長くつづけている人は珍しいと言う。

Ｋは，子育てしながら働いている女性の存在

を知り，医薬品の業界に転職した。実際，育児

休業を取得した後復帰する人がいる。しかし，

そういった人たちに対し，Ｋは次のように語っ

ている。

「０歳児を保育園に預けて，育児休暇を終

えて帰ってきたばっかりというママさんは

しょっちゅう休むし，それは別途皆さん困

るけれども，やっぱりそういう方には，新

しいプロジェクトは任されない」

Ｋは，育児休業を取得し，復帰することはで

きるが，その後のキャリア形成の見通しがつか

なくなってしまうのではないかと不安に感じて

いる。

このタイプで子どものいない妻たちは，家事

は自分の役割であると考えている。これは，大

和（1995）が明らかにした「愛による再生産役

割」であろう。職業に関して男女が平等の機会

を与えられるべきだと考える人でも，「愛によ

る再生産役割」を肯定する意識が高ければ，妻

の家事・育児役割を当然視することになる。家

事はほどほどに，あるいは仕事はほどほどに，

という考え方であれば，両立も可能であると感

じるかもしれないが，このタイプで子どものい

ない妻たちは，家事も完璧に，仕事も完璧にし

たいと考えているので，子どもを持つことを躊

躇しているのだろう。仕事にも手を抜かないよ

うにするためには，１人で家事を担うことでは

無理だろう。

子どものいるＮ（31歳）は大学卒業後就職し

た会社は長時間労働で自分の時間が全くなかっ

たので，「先を見通して，結婚して子どもが産

まれても，福利厚生がいい条件のところにした

いなと思い」金融業へ転職した。しかし，職場

は制度は整っているが，子育てしながら働きや

すい雰囲気というわけではない。また，夫は家

事をあまりしない。しかし，親のサポートを全

面的に受けることによって，夫の家事の少な

さ，職場の理解のなさを補い，子どもを持ちな

がら，就業継続している。本調査では，Ｎのよ

うに，夫の配慮もなく，職場も子育てしにくい

状況の中で子どもを持ちながら就業継続してい

る事例は他にはなかったが，永瀬（1999）が

明らかにしているように，親の手助けがある場

合，出産後の就業継続確率は有意に高まってい

る。ただ，今後は，子どもを産む年齢も高くな

り，親のサポートを受けられない人たちが増え
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ると思われる。本調査にはいなかったが，サ

ポートを受けるどころか，介護をしなければい

けない事例もすでに出てきている。

４－３．③タイプ

③タイプは，子どものいないＤ，Ｇ，Ｉと子

どものいるＬ，Ｍ，Ｏ，Ｐが分類される。まず，

子どものいないＤ，Ｇ，Ｉについてみてみよう。

Ｄ（32歳）は現在建設業で事務職として働いて

いる。男女は別の仕事をしており，女性は勤続

年数が長くなっても，賃金があまり上がってい

かない仕事である。専門的な知識を持っている

わけではないので，一度やめてしまうと再就職

は難しいと考えている。自分のお小遣いくらい

は自分で稼ぎたいと考えているし，Ｄの母親は

自営業を父親といっしょに営んでいたので，専

業主婦であることを想像できないため，できそ

うであれば，子どもを持っても仕事を続けたい

と思っている。しかし，周りに，出産後フルタ

イムで勤務している人はいないので，子どもを

持ちながら就業継続する姿も想像できない。そ

のため，出産後仕事を続けるか，仕事を続けな

いかで悩み，出産を躊躇している。

家事分担については，夫が配慮し積極的に

行っている。Ｄはその理由について，同棲期間

があったことと夫の母親が仕事をしていたこ

と，夫が妻の就業継続を望んでいることをあげ

ている。しかし，夫は仕事が忙しく，平日は，

毎日終電で帰ってくるほど帰りが遅いので，育

児まで半分ずつ分担することはできないと考え

ている。平日自分がすべての家事・育児をしな

ければいけないのであれば，フルタイムの勤務

は難しいし，子どもが帰ってきた時に親がいな

いと寂しいと思うのではないかとも考えてい

る。本調査では，夫の配慮もあり，職場も子育

てしながら働きやすいが，就業継続意識があま

り強くはないので，出産後どうしようか悩み，

出産を躊躇している人はＤしかいなかったが，

一般職の女性たちで，夫が家事を分担している

場合は，Ｄのような人が多いのではないかと思

われる。一般職の場合，総合職や基幹職の人に

比べ，時間の拘束が短く，仕事を切り分けたり

することが容易にできる仕事特性で，短時間勤

務もしやすいと思われる。しかし，子どもを自

分で育てないのは可哀そうだと思っていると，

就業継続はしないほうがいいのではないかと考

え，悩むことになるだろう。

Ｇ（38歳）は学校卒業後は電機メーカーに

勤務していたが，男女差別などもあり，自分

の考えに合わなかったので，英語を勉強するた

めカナダへ留学した。帰国してから，法律業務

に関心を持ち，司法書士の専門学校に通って資

格を取得した。それを活かして，小さな会社に

再就職したが，専門知識のレベルアップをめざ

し，現在勤務している外資系IT企業に転職し

た。仕事にやりがいを感じており，就業継続を

強く希望している。Ｉ（39歳）は大学卒業後，

航空会社で地上職として働いていたが，義母の

介護のため，退職した。大学卒業時には専業主

婦に憧れ，結婚したら仕事はやめようと考えて

いた。介護しながら，パソコン教室に通い，資

格を取得し，いくつか小さな会社でパソコンの

技術を活かして働いた。現在の会社には前職の

認証取得に関する支援の仕事を活かして転職し

た。楽しんで仕事をしている。

以上のように就業継続意識については，仕事

に非常にやりがいを感じている，仕事を楽しく

感じているなど積極的に就業継続を望んでい

る。また，Ｉは，結婚後子どもがすぐにできて

いたらその時点でやめていたであろうが，子ど

もができなかったため，いろいろな仕事をし，

仕事をしていく中で自分が楽しむことのでき

る仕事を見つけ，就業継続意識が高まっていっ

た。

子どもを持つことについて，Ｇは「（子ども

については）私は今のところ考えてなくて，で

も，もうタイムリミットなので，もしかしたら

持たないかもしれないしというのも考えてい

て」と語ったが，仕事と子どもと両方欲しいと

いう気持ちはあるかという問いに対しては「は

い。それはあるんですけど。」と回答した。Ｇ

は子どもが欲しいのにかかわらず，無理では
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ないかと思っている理由について以下のように

語っている。

「実際に制度として会社では整っていて，

利用されている方もいらっしゃるんですけ

ど，ただ，その方と一緒に仕事をしてい

る身として感じるのは，すごくやりにく

い。ミーティングをしていても５時になる

と，保育園のお迎えと言って帰ってしまう

……正直みんな，誰も言わないですけど，

本当に仕事的には支障があるというのを感

じていて，自分はこういうふうにはなりた

くないなという気がしていて，もし子ども

を持つんだったら，本当に辞めて迷惑のか

からない感じにするか，今みたいに責任の

ある仕事ではなくて，もうちょっと支障が

ない，５時に終わってもいいというような

仕事に変えるかしないと，ちょっとそうい

うのを見てしまうと，できないなと思いま

す。」

Ｇは，仕事のレベルを落としたくはなく，今

の仕事を続けていきたいので，子どもを持つの

は，無理だと考えている。Ｉも，子どもを持っ

たら，現在の仕事はできないと考えていること

について，以下のように語った。

「（子どもができたら）出張なんかも行け

ませんし，……（現在は）土日も仕事をし

ている時もあります。なので，まず子ども

を持って，仕事を自分がしていけるのかと

考えると無理ですね。」

ＧもＩも，家事分担については，夫が配慮し

積極的に行っている。Ｇは，夫が料理や掃除を

して，自分は洗濯や食事の後片付けをしている

が，自分のほうが帰りが遅いので，すべての家

事をして欲しいと考えている。Ｉは，家事は特

に分担を決めたわけではないが，夫は積極的に

行う。平日の帰りは夫のほうが遅いので，夕食

の支度は自分しているが，それ以外の家事を

自分はほとんどしないので，夫がしているとい

う。

ＧとＩは，夫の家事参加については満足して

いる。子どもを持つことを躊躇する要因として

共通していることは，周りの人に迷惑をかけな

いで子育てしながら仕事をするのは，現状では

難しいと考えていることであろう。

次に，子どものいるＬ，Ｍ，Ｏ，Ｐについて

みてみよう。子どものいないＧ，Ｉとはどのよ

うな点が異なっているのだろうか。Ｌ（36歳）

は，大学卒業後就職したコンピュータ会社に現

在も勤務している。子どもができる前は仕事人

間だった。子どもを非常に欲していたが，なか

なかできず，結婚６年目でできた。Ｍ（30歳）

は，大学卒業後に就職した通信企業でシステム

開発の仕事をしている。自分の親に子どもを見

てもらうため，すぐ近くに引っ越した。Ｏ（32
歳）は，製薬業で薬の添付書類を作成してい

る。現在は働く理由としては生活のためである

部分が大きい。子どもは２人おり，２回とも育

児休業を取得した。Ｐ（35歳）は，大学卒業後

勤務していた情報サービス企業で育児休業を取

得し，その後，子どもが１歳４ヶ月で，現在の

企業に転職した。

家事分担については，不満に感じていない。

例えば，Ｌは「（夫は）洗濯ものがたまってい

たり，（台所に）洗い物があるのがいやみたい

で，自分でやる。」Ｏは，「自分の母親も家業を

一緒に手伝っていて，（家事を）やらなければ

いけないものなんだろうと昔から考えていたみ

たいで，率先的にやろうとしている。」と語っ

た。Ｍは結婚する時に，家事分担の交渉をした。

具体的には，表に家事項目と担当する人を書い

て，家事分担を決めた。子どもができてからも，

土日には，夫は，洗濯，片付け，掃除，子ども

の食事の世話やおしめの世話をする。しかし，

平日は，夫の帰宅が遅いため，毎日，Ｍが仕事

をやりくりして定時に帰り，家事・育児をして

いるが，家事を妻がしなければいけないという

意識は持っていない。また，このタイプの妻は，

育児についても，子どもを母親が育てなければ

いけないといった意識がなく，保育園に預ける

ことにも抵抗がない。

職場は，仕事と子育てが両立しやすい雰囲気

がある。Ｍは子どもができるまでは22時頃に
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帰宅していたが，今は定時で帰っていることに

ついて，「やっぱりちょっとブランクがあった

ので，今はしんどいですけど，会社の人は気を

使ってくれて，定時で帰してくれるので，仕事

はやりやすい。」と語った。また，Ｌには，結

婚する前に，職場に子育てをしながら仕事をし

ている先輩がいた。その人の机には，子どもの

写真や手作りのオブジェがあって，それを見る

と，とても幸せな気分になれたので，自分もこ

うなりたいなと考えていた。職場がとてもアッ

トホームな雰囲気である。Ｏは，その部署で初

めて育児休業を取ったが，上司が全くいやなそ

ぶりを見せなかった。今では，「私も育児休業

を取る」という人が順々に出ている。Ｐの上司

は，「（自分は）子どもがいないので，どのよ

うなフォローをして欲しいかわからないから，

して欲しいことを言って」と言ってくれたの

で，具体的にフォローをお願いしている。その

ため，働きやすいと感じている。職場が働きや

すい雰囲気であるのは，本人たちも時間内に効

率よく仕事をこなすように努力していることも

あるだろう。例えば，Ｌは「すごく効率良く，

時間内に終らせる事を考えるようになった。

ちょっと早めに出勤して，１日やる事をバーッ

と書き出して，それに沿って仕事をする。前は

結構無計画で，だらだらとやっていた事もあっ

たんですけど。」と語った。

子どものいるＬ，Ｍ，Ｏ，Ｐと子どものいな

いＧ，Ｉとは夫が配慮しているので夫の家事・

育児分担に満足している点で共通しているが，

子どものいるＬ，Ｍ，Ｏ，Ｐが職場にも満足し

ているので，子どもを持っても続けられるだろ

うという可能性を見出し，実際に子どもを持つ

ことができたのと対照的に，子どものいない

Ｇ，Ｉは子育てしながら働くと職場に迷惑がか

かると考えている。また，子どものいるＬ，Ｍ，

Ｏ，Ｐは，子どものいないＤのように，子ども

を母親が育てなければいけないといった意識が

なく，保育園に預けることにも抵抗がないこと

も就業を継続した理由の一つであると考えられ

る。

しかし，子どもがいるＬ，Ｍ，Ｏ，Ｐも，悠々

と仕事と家事・育児を両立しているわけでは

なく，最大限の努力の中で両立を実現させて

いた。もう少し，平日に夫の家事・育児分担が

あれば，余裕が生まれるのではないかと思われ

た。

５．まとめ

共働き夫婦の妻の家事分担の調整には，①

夫に家事をするよう交渉するが夫が配慮しな

い，②家事は妻の役割であると考え夫に交渉し

ない，③夫が配慮して家事を分担しているとい

う３つのタイプを見出すことができた。それら

を妻の選好が実現されているあるいは実現され

ていない状態に図式化すると，図２のようにな

る。①タイプには，子育てしながら働きやすい

職場に勤務している者と働きにくい職場に勤務

している者が含まれており，子どもを持つため

には，働きやすい職場に勤務している者では，

家事を夫が分担するようになることが必要であ

り，働きにくい職場に勤務している者では，職

場が子育てしながら働きやすくなることと家事

を夫が分担するようになることが必要である。

②タイプにも，子育てしながら働きやすい職場

に勤務している者と働きにくい職場に勤務して

いる者が含まれている。子育てしながら働きや

すい職場に勤務している者では，妻が自分が家

事をする役割であるという考えから解き放た

れ，就業継続のためには家事分担が必要である

ことを夫に交渉し，夫もそれに応じて家事分担

をするようになることが必要である。子育てし

ながら働きにくい職場に勤務している者では，

さらに職場が子育てしながら働きやすくなるこ

とが必要である。③タイプにも，子育てしなが

ら働きやすい職場に勤務している者と働きにく

い職場に勤務している者が含まれている。子育

てしながら働きやすい職場に勤務している者で

は，「子どもを鍵っ子にするのはかわいそうで

ある」という考えから解き放つために，保育や

学童などの充実をはかり，その良さを啓発して
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いく必要がある。子育てしながら働きにくい職

場に勤務している者では職場の変革が必要であ

る。これまでの研究においても，夫の家事・育

児参加や職場が子育てしやすい状況にあること

が出産後の就業に必要であることは明らかにさ

れてきたが，それらの要因がすべてそろってい

ないと，出産に踏み切ることができない人たち

がいることが明らかとなった。また，育児支援

制度を作るだけでなく，それを利用しやすいよ

うにするために上司や同僚の理解が必要である

ことが明らかになった。

本研究の限界は，サンプルが少数であること

はもちろんであるが，特に，ＡやＤのような

男性とは異なる種類の仕事をしており，仕事

の調整はしやすいが，夫の家事分担が少なかっ

たり，鍵っ子はかわいそうだという考えによっ

て，出産を躊躇している事例が少なかったこと

である。グループ面接として，一般職で就業継

続意識があり，子どもがいない有配偶女性を対

象としたグループを追加する必要があっただろ

う。また，課題としては，そもそも家事は妻の

役割という考え方や家事は夫婦で分担するもの

という考え方の違いは，どのような要因による

ものなのかということや，子育てしながら働き

やすい職場と子育てしながら働きにくい職場で

は，上司や同僚の理解の他に何が異なっている

のか，を明らかにしていきたい。このように，

本研究には限界と今後の課題が残存するが，こ

れまで着目してこなかった出産を躊躇している

共働き女性に焦点をあて，躊躇している要因と

妻の選好が実現化されるための家庭内及び職場

における課題を明らかにしたことは意義がある

といえよう。

これまで，子どもを持つことを躊躇していて

も，結局は，子どもを持ち，就業をあきらめる

女性が多数であっただろう。しかし，今後は，

図２　妻の選好が実現されているあるいは実現されていない経緯

①タイプ ②タイプ ③タイプ

妻の選好：子どもを持って、就業継続

夫との間での葛藤を回避

子育てしながら働きにくい職場

夫婦で家事

分担

家事は妻の役割 家事は夫婦で分担するも

夫に、家事分担を交渉 夫が配慮

妻が家事を担う

子育てしながら働きやすい職場

鍵っ子はかわいそう

妻の選好が実現していない 妻の選好が実現

夫の配慮なし

親のサポート
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就業継続するために子どもを持つことをあきら

めたり，出産を先延ばしにするうちに子どもが

できにくくなってしまう事例が増えていくので

はないかと思われる。妻の選好が実現されない

という問題の解決としてだけでなく，少子化問

題の解決のためにも，それぞれのグループに

対する適切な政策の構築をする必要があるだろ

う。例えば，家事は夫婦で行うものであるとい

う考えが定着するように，高等学校の家庭科に

おける家庭内性別役割分業に関する学習を強化

することも必要であろう。育児をしながら働き

やすい職場を作るためには，育児を社会全体の

問題として考える意識の啓発を行うことが重要

であろう。また，育児介護休業法第22条で規定

している休業申出及び休業後における就業が円

滑に行われるようにするため，労働者の配置そ

の他の雇用管理等に関して必要な措置を講ずる

よう事業主へ努力義務規定を義務化し，一般事

業主行動計画の中に盛り込むという強力な法整

備が必要ではないだろうか。
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Abstract

Qualitative Research on the Uneasiness of Japanese Working Married Women on the 

Decision of Having Children

Mana YAMAYA

Japanese marriage was said to be followed by childbirth right after.  Such trend is 

changing, and that some couples are having longer waiting time before having children.  

The desire to have children is also said to be on the decline (Sasai 1998 Iwama 2008).  
Women's difficulty in their work continuation after childbirth is well known and has not 

changed much (Nagase 1999 Higuchi 2007).  The purpose of this paper is to bring forward 

qualitative reasons why more women are having longer waiting time to give birth to their 

first child today. 

For such purpose, we made focus group interviews about work and family prospect, on 

university graduated female in early thirties, who are married and have regular full-time 

work position, and yet childless.  We compared their discussion to the data of another 

focus group interviews, who share the similar educational and work background but are 

married and with children.  The data used for this study was collected by the Program 

for Promoting Social Science Research Aimed at Solutions of Near Future Problems: 

Achieving Work and Family Life Balance in Japan; Importance of Interdisciplinary 

Approach in 2008-2009.
We found all the married women without children interviewed were hoping to balance 

work and child-raising, though many were not sure if they could.  We focused on how 

they negotiated with their work environment, with their spouse, and with their own 

self.  The main findings were as follows.  Many of them often had to work overtime, and 

many thought that it would be difficult to return home on time for children.  For some, the 

spouse cannot be counted on to share household duties.  Other women felt that housework 

and child-raising is an important work of women and were hesitant to have children when 

they want to continue work.  When women had to choose between work and family 

responsibility, more women are delaying the decision to have children to continue work.




